
 

                          

 

 

 

校長室より 

 今日１月１７日は、阪神淡路大震災が発生した日。本校では、毎年、この時期に避難訓練を

行うとともに、命の大切さについて学ぶ授業を実施します。 

今年は、更に明石市と消防署、震災時に学校支援を担うグループ「ＥＡＲＴＨ（アース）」等の関

係機関のご協力のもと、１月１６日に「防災教室」が開かれました。震災を経験していない子ども

たちに大きな災害への備えの意識を高めるために、関係機関の皆様によって６つのブースが設定

され、各学年でブースを巡りました。例えば、１～３年生は、煙が充満した部屋の疑似体験や初

期消火の体験（写真Ａ）をさせていただきました。また、消防車の仕組みについて、消防署員の方

にお話を聞きました（写真Ｂ）。４～６年生は、心肺蘇生法の基礎（写真Ｃ）や災害時のストレスを

軽減するストレスマネジメント（写真Ｄ）につい学びました。また、避難時に持ち出す必需品９品を

グループで話し合い、意見交流するブース（写真Ｅ）もありました。子どもたちは楽しみながら、災

害時の適切な行動を学んでいました。ご協力いただきました関係各位に御礼申し上げます。 

「多くの目で子どもたちを育む」ーこれぞ、チーム高丘西です。くれぐれもお体をご自愛いただき、

今後とも子どもたちの安全と健全な育成を図っていただきますようよろしくお願いいたします。 
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